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　アローナは、国境に程近い街だ。

　その街は、元々この土地を治めていた領主の名を戴いてアローナとつけられた。

　隣国の侵攻を防ぐ砦であり、防衛の要として機能していた精鋭の騎士団駐屯の地であったが、停戦・和平条約が締結され、両国の王族の婚姻を機に友好な関係を築けている現在、それもすっかり過去のこととなっている。

　街道が敷かれ、出国する者や帰国した者、もしくは隣国からの商人や旅人が最初に訪れる街であるこの土地に、いつしか人が集まり、街を形成した。

　今では国境警備、近隣の山や森林に生息する大型害獣の駆除や盗賊団などの討伐、そして街や街道の治安維持が騎士団の主な仕事であり、どちらかといえば閑職と取られがちな任地ではあった。

　それでも、小高い丘の上に建てられた堅牢な石造りの砦は物見の塔を四方に配置し、兵舎、広い鍛錬場や馬場などを城壁で取り囲んでおり、騎士たちは有事に備えて日々己が腕を鍛えていた。

　砦に駐屯する第十騎士団は、団長一名、副団長二名を筆頭に、一部隊七十人、三部隊編成から成る。上級将官は最低五年、下士官は三年の任期だが、望めば留まることもできる。現在の団長と副団長の一人は既に十年アローナに駐在している。団長は妻子を王都から呼び寄せ、副団長はこの地の女性を妻に迎えたため、当分ここに留まるだろうと言われていた。

　国境のため王都までは馬車でも片道一週間はかかるド田舎のアローナは、大きな街道沿いであってもそれほどたいした娯楽施設もないので、若い騎士にはあまり人気がない。それでも留まることを望む者がいるのは理由があった。

　収穫祭である。

　アローナは軍施設の傍であるために、いざという時のために自給自足ができるようにと、時の領主より農地の開墾が奨励され、街道筋の街と比べても専業もしくは兼業で農業に従事する者が半数近くとかなり多めの比率を占めていた。

　よって、秋に行われる収穫祭は盛大だ。

　三日間ぶっ通しで行われる収穫祭は、それ目当ての観光客や行商人も訪れる、この近隣では結構大きな祭りとして有名だ。普段は居酒屋や食堂のみだが、この時期だけ宿屋も兼ねる店が増えるほど外からの客が集まるし、行商人も多い。

　年に一度の大きな祭りは、地元の住人だけでなく、駐屯している若い騎士たちにも楽しみなイベントで、三日間なのは三交代の騎士たちが一日は祭りを楽しめるよう配慮しているのだと言われているくらいだ。

　そして、この祭りにはもう一つの意味がある。

　嫁取りの祭りだ。

　宵夜の鐘の後の時間は、宵祭りと呼ばれ、十八歳の成人にならないと参加が許されない。

　当初、子供を寝かしつけたあとの大人の祭りというだけだった宵祭りは、次第に形を変え、やがて結婚を意識した出逢いの場となった。

　だから未婚の若い男女の参加率が異様に高い。

　片想いの者はこの日に告白をし、交際している者も求婚して、受け入れられれば一生仲睦まじく暮らしていけるというお約束の言い伝えは、この土地の者には子供の頃からある種の憧れのようなものとして、半ば笑いながら、半ば本気で受け入れられている。

　一生睦まじくなんてそんなウマい話があるワケないだろう、ウチの父ちゃんと母ちゃんそれで結婚したけど喧嘩ばっかりだ、などという定番の文句は当然ある。だがそれでもその風習が延々と受け継がれているのは、やはりこの祭りで実際に結婚して、なんだかんだ言っても離婚することもなく、生涯を共にする夫婦がとても多いからだろう。

　祭りに参加する未婚男性は一輪の花を持ち、女性は手首に刺繍糸などで編んだフィタと呼ばれる腕輪をつけることで未婚を表すと同時に想い人がいることを示す。

　どちらから申し込んでもいいが、男性からの場合は花を、女性からの場合は揃いのフィタを差し出し、告白を受けるのならばそれを受け取るというのがお約束だ。

　想いが叶った時点で揃いのフィタをつけて婚約の証とし、結婚の時にフィタを切って代わりに揃いの金属の腕輪をつける。

　そんな風習に憧れる女性は多く、だから男性もそれを叶えるため祭りに参加するのだ。

　そして、祭りは砦に駐屯する騎士たちも参加する。

　治安警備の任務としてだけではなく、もちろん未婚の男性としてだ。

　王都に帰る前提でこの地に来ている騎士たちだが、アローナの女性と結ばれる者は結構いる。

　日々の街中哨戒や休日の外出などで女性と出逢う機会は意外に多い。都会出身で洗練された垢抜けた男性、その上強くて頼り甲斐があるというイメージの騎士は、田舎の娘たちが憧れ恋心を持ってもなんら不思議な存在ではなかった。

　そして王都にいるような派手な女性でなく、素朴な女性を好む男にはアローナの女性は好かれる傾向にある。祭りで結ばれる騎士と街の娘は毎年何人もいた。

　この土地の女性は『綺麗な身体で嫁に行く』ことを当然とする気風がある。

　昔は騎士の中にも欲望のままに安易に女性に手を出す不埒者もいて、手を出された女性の親が騎士団長に責任を取って結婚するよう抗議する事例が何度もあった。当の騎士に詰め寄って遊びだったと拒否された結果、自殺を図る女性まで出たことで、由々しき事態と捉えた団長が厳しい綱紀粛正を図り、それ以来そのような事態は一掃されているという。

　風習は根強く残っており、現在も女性は結婚するまでは処女でいることが尊ばれ、婚前交渉があったとしても結婚を決めた相手にしか身体を許さないとされていた。

　そして近頃は、彼女たちの純潔は宵祭りの夜、数多く散らされていた。

　気持ちを確かめ結婚を決めた男と女は、互いを身も心も求め合うものだから。
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　年に一度の祭りの日。

　三日に及ぶ豊穣の祭りであり、アローナ中が賑やかで浮いた気分になる期間ではあるが、それでも忙しい職種の者たちは存在する。

　一年で最大の書き入れ時であるから、飲食店や宿屋を営む者はもちろん、おめかしをする者たちのために、祭りの一ヵ月くらい前から衣料品や装飾品を商う者も忙しい。

　治安の問題から当然騎士も忙しい。祭りの間は普段は平穏なアローナでも揉め事や喧嘩で騒ぎになることが多い。

　そして、当たり前だがそんな者たちにも治療は必要なわけで、そうなると医者や看護師も忙しくなる。

　軍医の元にだけではなく町医者のところにも急病人や怪我人は運ばれてくる。

　屋台で食べ過ぎたと腹痛で担ぎ込まれる者もいれば、酔っ払って転んだと血塗れの足を引きずってくる患者もいる。諍いで喧嘩をやらかしてボコボコになった男が二人まとめて来たりもする。祭りの三日間は、それが朝から晩まで途轍もなく増えるのだ。

　そんなわけで医者や看護師はこの期間は特に重労働であり、祭りに遊びに出るということもなかなか難しい。

　それでも夜も遅くなれば、多少は息のつける時間もできるわけで。










　二日目の祭りの夜。

　宵夜の鐘が鳴ってから随分経って、バカみたいに賑やかだった中央広場の方から聞こえる喧騒や楽器の音もだいぶ落ち着いてきた。

　酔っ払いだの、調子こいて怪我した阿呆だのの治療がようやく全部終わり、さすがにもう今日は来ないだろうとひと息ついて、疲れた首やら腕やらをぐりぐりまわしてほぐしていたジェラルドは、立ち上がって大きく伸びをした。ジェラルドは、本来外科医師である。

　今日はもう寝ていいだろうか、とか独り言ちていたら、ドアに取り付けたベルがチリリリンと鳴って、来客を知らせた。こんな時間までまだ患者が来るか、と若干うんざりした様子で、それでもドアの方へと目を遣ると、診察室の扉のすりガラスの向こうによく知るオレンジの髪が透けて見えた。

　こんこんと申し訳程度のノックが聞こえて、返事をする前に扉が開く。

「せーんせっ！　やっぱいた！」

　明るい声と共に入ってきたのは予想通り、明るい笑顔の女性だった。オレンジ色の髪を首の後ろで束ねて三つ編みにした彼女は、この年頃の女性にしては珍しく膝丈のパンツ姿だ。

「そりゃいるよ。どうしたんだ、ミリアム。またどこか怪我でもしたか？」

　少し疲れた口調で返事をすると、ミリアムと呼ばれた女性はちょっと唇を尖らせた。

「あたしが来たら必ず怪我だと思うの、やめてほしいなあ」

「ぼぼ九割五分くらいまで怪我だろう。間違ってはいないと思うが？」

「あああ、事実なだけに言い返せない！　……だけども今日は違ぁう！　じゃん！」

　自分で効果音をつけながら差し出したのは、いくつもの紙袋や瓶。

「どーせ先生、ろくろく晩ごはんも食べてないでしょ。屋台でいろいろ見繕ってきたからさ、一緒に食べようと思って。あ、お酒もあるよ」

「……あ、喰うの忘れてた」

「やっぱりー。ダメだよ、先生が倒れちゃったらあたしらが困るんだからねー」

　言いながら勝手に診察室の机の上に並べだすミリアム。いくつもの屋台で出ていたのだろう屋台メシや明らかな酒の肴に苦笑して、ジェラルドは礼を言った。

「ああ、すまない。ありがとう。あ、いくらかかかった？」

「そんなの要らないよ」

「いや、だが」

「これは単なるあたしのお節介だし。こんな時くらいしか先生にお礼できないからね。素直に奢られといて」

「礼なんぞ気にしなくていいのに。それが俺の仕事なんだから。だが、まあ、ありがとう。せっかくだからお言葉に甘えて相伴に与ろうか」

　礼を言うジェラルドに、ミリアムが嬉しそうに笑う。

「まあまあ、そんなコトより、食べよ食べよっ。あ、コレすっごく売れてたからきっと美味しいよ。お薦め」

「どれだって？　ああ、でもさすがに酒は呑まんからな。持って帰れ」

「え、先生呑まないの？」

「呑まないの。万が一患者が来たら困るだろうが」

「えー。でも、ブランドン先生は結構呑んでたよー。そんで、こんな時間に来るおまえらが悪い！　って文句言ってた」

「……親父は……」

　はあ、と溜め息をつきながら、ジェラルドは目の前のつまみに手を出した。

　ブランドン・スターチスは、このスターチス治療院を開業した医者だった。アローナの出身だが王都で勉強してきたブランドンはとても腕が良く、この辺の住民はみな彼のところに通っていた。だが医者の不養生を絵に描いたような生活をしていた彼は、五年ほど前にとうとう倒れて帰らぬ人になってしまった。このまま治療院を閉じることになるのだろうと近所の住民は諦めていたのだが、葬儀に来た息子のジェラルドがそのまま治療院を引き継いでくれることになったのだ。

　ジェラルドは子供の頃はアローナに住んでいたが、忙しすぎる父が顧みないことで家を出てしまった母と共に王都の母の実家で育った。それこそ父と同じように王都で勉強して医者をしていたので、アローナに戻ったのは二十年ぶりくらいだという。ミリアムは彼のことをイマイチよく覚えていないが、近所の人たちは立派になって帰ってきたと彼をとても歓迎している。

　当人からしてみたらさぞ気恥ずかしいだろうが、自分のことを覚えていてくれること自体は嬉しいのだろう。なんだかんだですぐ馴染めたことは幸いだった。

　医者も客商売だ。多少の愛想もやはり要るが、昔馴染みの知った人ばかりならそれもそれほど無理にする必要もない。割と早いうちにあまり愛想の良くない本性を出してみても、結局はあっという間に馴染まれてしまい、最初こそ猫を被った営業スマイルがすぐに必要なくなったのは、是幸いというヤツだ。

　父の代から通いで来てくれている、おばあちゃんという年頃の看護師も、そろそろ引退したいのではあるまいかとも思うが、果たして募集を出しても誰か来てくれる宛てなどあるのだろうかというのが彼の最近の気掛かりだった。

　そして、気掛かりといえばもうひとつ。

「ねー、先生、コレ食べて、コレ！　もう一袋買ってくればよかったー。おいしー！」

　妙にテンションの高いミリアムが袋ごと差し出してくるおつまみを一つ摘まんで食べる。

「どれどれ。あー、いい辛味。ちくしょう、酒が呑みたくなるじゃないか」

「あはは、だってコレお酒のつまみだもん。先生も諦めて一緒に呑もうよ。もう患者さんも来ないよ、きっと」

「諦めてってなんだ。来ないならそれに越したことはないだろうが」

「だから、来ないと信じてもう今日は病院閉めればイイじゃん。吞も吞も♪」

「……たく。あー、もういい、そうする」

「やったー♪」

　ジェラルドが立ち上がって脱いだ白衣を椅子の上に放ると、休診の札と施錠をしに玄関に向かう。戻ってきた時には、彼女は自分で持ってきた酒をラッパ飲みしていた。

「……おまえ。いくらなんでもそりゃなくないか？」

「だって、コップが見当たらないし。さすがに治療に使ってるヤツはマズイだろうしさ」

「当たり前だ。しょうがないな、裏に行くぞ。それ全部持ってこい」

「え！　マジ!?　やったー！」

「ナニが『やった』なんだか」

　言いながら、さすがに開けてしまった袋物などはいっぺんに一人で持っていけないので、ジェラルドがお盆代わりに目に付いた紙ばさみの上にいくつか乗せて、残りをミリアムが両手に抱えて持っていく。

　裏というのはジェラルドが生活している母屋だ。母が家を出るまで実家として暮らしていた家だが、今は一人暮らしだ。病院とドア一枚で隔てられているだけだが、家主以外はほとんど誰も出入りすることのない場所だった。

　初めて入り込んだ異空間にわくわくしているのがあからさまに判るミリアムに軽く溜め息を吐きながら、ジェラルドは居間へと彼女を通した。台所でコップやら買い置いたまま開けていない酒瓶やらを持って居間に戻ってくると、ミリアムは靴まで脱いで床に敷いたラグに座り込んでいた。ソファやテーブルもあるのに、何故か床に食糧やつまみが並べられ、すっかり酒盛りの準備ができていて、思わず苦笑する。

「おまえ、呑む気満々だな」

「当ったり前じゃーん。先生が呑むのに付き合ってくれるなんて、そうそうないじゃない。これが呑まずにいられようかってね♪　明日、先生が二日酔いでアタマがんがん言わせながら診療するトコ見て大笑いするんだー♪」

「おいコラおまえ、いい度胸だな。俺に吞み勝つつもりか？」

「だって先生と呑んだことないから知らないもーん」

　けらけら笑うミリアムの隣に座り込んで同じように靴を脱ぐと、ジェラルドはコップに自分の分の酒を注いで、ついでにミリアムの分も注いでやる。

「あ、さすがは先生、イイ酒呑んでんじゃん」

「買っただけで封も切ってなかったけどな。せっかくだから今呑む」

「お相伴に与ります。……うわ、うまー」

「そりゃよかった」

「おかわり」

「いいけど、ちったあ味わって呑めよ。そんな水みたいに吞むな、もったいない」

「みみっちいコト言わないでよ。今日はお祭りだよー」

「俺は遊びに行く暇もないけどな」

「あー、先生かわいそー。だからあたしが遊びに来てあげたんだよー」

「そりゃどうも」

「もっと感謝してよ」

「あー、ウレシイナー。ミリアムはイイ子ダナー」

「全っ然、感情籠もってない」

「はいはい、ありがとうさん」

「まったくありがたみを感じられないー」

　くだらないコトを言い合いながら酒を酌み交わすその光景はとても呑気で平和だ。

「ところで、最近はあんまり怪我してないみたいだが、大丈夫なのか？」

「なんで怪我してないことを大丈夫かって訊かれるかな。大丈夫だから先生のお世話になってないんじゃない」

「そんならいいが、また怪我したらちゃんと来いよ。ヘタに隠して酷くなったらまた怒るからな」

「ハイハイ、判ってるよ、もー」

「反抗期のガキみたいな返事をするなよ。いい年した娘が」

「いい年は余計です！　せっかくのお酒がまずくなるから説教禁止！」

　いーだ、とまさしくガキのような反応を返すミリアムは、確かにいい年をした娘だ。

　以前、怪我したところをこれくらいと甘く見て放っておいたら運悪く膿んでしまい、ジェラルドに怒られたことのある身としては、強く言い返せない。これくらいの反抗がせいぜいだった。

「もう先生に診てもらった怪我はぜーんぶ綺麗に治ってるよ。さーすがは名医、スゴいねー」

「大袈裟。人間の治癒力はすごいんだ、今まで程度の傷ならそれは全部おまえの力。俺はそれをちょっと手伝っただけ」

「またまたー、ご謙遜。あらかたはそうかもしれないけど、でもココの怪我は間違いなく先生のおかげだし。アレはヤバかったよねー。もーちょっとであたし、今頃お墓の下だった」

「縁起でもないコト言ってんじゃねえ」

　右脇を擦るミリアムの手の下には、かつてジェラルドが手術をした場所があった。ジェラルドがアローナに来て初めて行った大きな手術だった。

　ミリアムの家は大工だ。父と兄、そして何人かを雇って仕事をしている。そしてミリアムも大工の仕事をしている。

　四年ほど前、仕事中に誤って梁から落ち、運悪くそこに立てかけられていた折れた木材の端がミリアムの脇腹に刺さった。大量出血と深くえぐられた傷は一時ミリアムの命を危ぶんだが、幸いにも手当てが早く、身体に多少の傷は残ったものの健康に支障がない程度にはしっかり回復した。

　その時に執刀、治療をした医師がジェラルドで、外科的処置をするには設備が充分ではないこの治療院でも、無事見事に手術を成功させた。その後、入院設備がないため砦に併設されている病院に運ばれ入院したが、あの時点で彼が治療をしていなかったらたぶん間に合わなかっただろうと軍医には言われていた。

　仕事柄怪我の多いミリアムだが、その時の怪我を境に、ジェラルドを慕って懐いている。

「あれからしばらくは、父さんに高いトコ登るの禁止されちゃったしなあ。さすがにもう今は屋根の上でも上がってるけど。いやもう、あの頃は父さんと兄ちゃんがうるさくて大変だった」

「当たり前だろう。可愛い一人娘がそんな大怪我して心配しない親がいるか。おまえの兄貴もそもそも過保護だし」

「ホントにね。あたしもう二十七なのにね。いくつまで心配するつもりだろ」

「そりゃ、ずーっとだろ」

「うええ。いい加減いいのに。父さんはまだしも、兄ちゃんもそろそろあたしのことはほっといて早くエリーと結婚すればいいのに。いい加減向こうも待ってるでしょ」

「可愛い妹がいつまでも心配なんだろうよ」

「兄ちゃん、今年のお祭りこそプロポーズしてるよねえ？　ホントにそろそろ申し込まないと、エリーに振られちゃうよ？」

「さてな。こないだ、おまえが心配すぎて嫁もなかなかもらえないとかぼやいてはいたけどな」

「はあ!?　自分のヘタレさをヒトのせいにするなよなあ！」

　ひと声吠えてコップの酒を一気にあおるミリアムに、ジェラルドはちびちび酒を舐めながら言った。

「おまえが結婚すれば、兄貴も安心して嫁さんもらえるんだろ」

　途端に、驚いたように目を見開いてから、ミリアムは笑い飛ばした。

「ナニ言ってんのよ、先生。あたしが嫁に行けない理由なんか知ってんでしょ」

「おまえが行けないって思い込んでる理由なら知ってるけどな」

　え、と次の言葉が出てこないミリアムに、ジェラルドがつぶやくように、だがはっきりと言った。

「くだらない理由だ」

　たん！　と、ミリアムがコップを床に叩きつけるように置いた。

　その目にはさっきまでの楽しさはなく。

　ミリアムはじろりと目の前の医師を睨みつけた。

















　　　２












「……くだらない？」

「ああ、くだらないな」

　明らかに機嫌を損ねた低い声で問うミリアムの様子もまったく気にすることなく、平然とジェラルドが答える。

「……なんでそんなこと言うの。あたしがそれでどんだけ苦しんだか」

「おまえが苦しんだことをくだらないと言ってるわけじゃない。おまえがこだわっている理由がくだらないと言っている」

「一緒だよ！」

「全然一緒じゃない」

　食って掛かろうとするミリアムの怒りに満ちたカオを平然と見て、ジェラルドは言った。






「おまえが処女じゃないということが結婚できないという理由なのがくだらないと言っている」






　それは、ミリアムが子供の頃。

　かれこれ十五年も前のこと。十二歳になったばかりの冬だった。

　ミリアムは、近くの雑木林の中で、知らない男に凌辱された、らしい。

　らしいというのは、自分ではまったく覚えていないからだ。犯人の姿すらぼんやりとも覚えていない。

　一人で林の中をうろついていたのは覚えている。しばらくして誰かが近づいてきたことは判っていたが、気にしていなかった。だがその後、ミリアムは突然の衝撃と共に気を失った。次に目を覚ました時には、家のベッドで寝ていて、枕元で母が泣いていて、父と兄が沈痛なカオでうつむいていた。そして、その時にはまだ生きていた祖母が難しいカオをして、『もうこの子は嫁には行けん』と言っていた。

　なんだか大事なところがすごく痛くて、でもなんだかすごく眠くて、鎮痛剤が効いているから眠いんだとかなんとか言われて、ぼんやりしたアタマでずっと祖母の言葉が響いていた。

　そうか、あたしはもうお嫁さんにはなれないのかと思った覚えがある。

　遊びに行ったきり夕方になっても帰ってこないミリアムを心配した兄が捜しにきて、林の中に無残な姿で倒れていた妹を見つけたという。四つ年上の兄は、妹の惨状を見てなにがあったのかすぐに理解して蒼白になり、そして自分の上着でボロボロになった妹の服や身体の様子を隠して連れ帰ってくれた。そして、密かに呼ばれて治療を施してくれたのがブランドン医師だった。

　犯人は捕まっていない。そもそも被害届も出していなかった。

　性被害はアローナの女性にとって最も忌避すべき犯罪であった。結婚するまで純潔を当然とするアローナの女性にとって、世間にバレることは死ぬより辛いことである。他人に発見されるなどの表沙汰にならない限り、ほとんどそれは隠匿される方向にあった。

　ジェラルドがそれを知っているのは、彼女のカルテに書かれていたからだ。四年前の手術の折り、既往症などの確認のためずっと以前の分まで遡って読んで知ったのだった。

　アローナの女性の結婚の平均年齢は早く、二十代前半だ。遅くとも大抵は三十歳前に結婚し、それを過ぎると訳アリだと思われる。なにか理由がない限り結婚しないという選択は、女性にはない。

　ミリアムは現在二十七歳で、もう数年したら訳アリ呼ばわりされる年だ。

　男勝りに仕事をし、今は仕事が楽しいからと言い続けて、結婚しない理由を詮索する近所のおばちゃんたちをごまかしていたらもうこの年になっていた。

　しょっちゅう喧嘩している兄が、その一方でものすごく妹を心配するようになったのは、あの事件からだ。自分が覚えていない無残な姿を目の当たりにした兄にとって、トラウマじみた記憶になっているのではないかと申し訳なく思っているが、さすがにそれを面と向かって言えるものではなかった。

　処女かどうかなど言わなければ判らないだろうし、事件のことを隠して結婚してしまえばそれまでだろう。それでも、彼女の中で祖母の言葉がずっとアタマから離れない。

『もうこの子は嫁には行けん』、という言葉は、半ば呪いじみた枷として年頃の娘から恋心を遠ざけた。










　そんな事情をすべて知っていて、それでもなおくだらないなどと言うジェラルドに腹を立てるミリアムだが、彼女の主治医はまったく意に介さない。

「俺は昔から、アローナのその風習が気に食わなかったんだ。なんでわざわざヒトを縛るようなことを言うのかが判らなかった」

「……え？」

　意味が判らなくて難しいカオをしているミリアムだが、ジェラルドは構わず続ける。

「風習自体はよくあるものだろう。昔から伝えられたものだ、それなりに尊重するのはいいことだと俺だって思う。風習というものはその土地の人間が平穏に暮らせるための戒めやしきたりみたいなもんだ。だが、それで今の人間が幸せになれないのならばそれを尊重する意味なんてない。その風習から外れたら幸せになっちゃいけないなんて誰が決めた？　尊重するのはいい。だが、それに縛られるのはおかしい。風習に強制力があっちゃいけないんだ。ミリアム、おまえは今、いや、ずっと風習に縛られてる。そんな風習があるから自分は結婚できないと信じているが、俺に言わせればなんでそんなことで結婚できないと言っているのか理解できない」

　ジェラルドは真顔で言う。ミリアムは戸惑ってつぶやいた。

「……そんなことって」

「そんなことだ。おまえはアローナしか知らないからそれを当然として生きてきただろうが、俺みたいに王都や、少しでも余所で暮らしたことのある人間にはそれだけが事実じゃない。結婚前提じゃなくたって付き合っている恋人同士なら身体の関係があったって不思議じゃないし、その男と別れて違う男と付き合ったって別に咎められるわけでもない。だからもちろん処女でなければ嫁に行けないなんてことはない。おまえみたいに不幸な目に遭った女性だってそりゃいるだろうし、それを大っぴらにするようなことはさすがにないだろうが、それでもう一生恋も結婚も諦めると決めきってしまう女性はあまりいないと思う」

　ジェラルドは酒のコップを一度あおってから続ける。

「だいたい、結婚が女性の幸せのすべてというワケではないし、結婚せず仕事に生きる女性だっているだろう。現に王都にはそういう女性もいるし俺の母だってそうだ。だが、それだってアローナの風習からしたら外れるもので変わり者扱いされる。もちろん夫以外の男しか知らないってこと自体は美しくも慎ましい女性の在り方だとは思うが、それを絶対とするのがおかしいというんだ。本来、いつ結婚しようが誰とどんな付き合いをしようが、処女だろうが何人男を知っていようが、そんなもの世間には関係のない話だろう。なんでそんな個人的なコトを風習に振り回されなきゃいけないんだ」

　もしかして、彼は酔っ払っているのだろうかと思えるほど饒舌に、ジェラルドは言い続けた。酔いを勢いにして、ずっと思っていた不満を口にしたのだろう。

　ミリアムは、とうとうと語るジェラルドの言葉に呆然と聞き入って、そして固まっていた。

　自分が恋をしない、ひいては結婚しない理由を、彼がこんなふうに考えていたなんて思わなかった。

　こんな考え方があるなんて知らなかった。

　より正確に言うのなら、まったく知らないわけではなかった。だが、それは自分には関係ない余所の話だと思っていた。

　大工としていろんな人たちと関わり知り合った中には、他の土地からアローナに移り住んだ人や、逆に勉強や仕事の関係で他の土地に行って帰ってきた人もいる。そんな人たちから酒の肴にそんなあからさまな話を聞いたりもしたことはあったから。

　けれど、それはどこまで行っても余所の街の話であり、自分には関係ないことだった。

　まだ恋もよく知らない頃に祖母に『もう結婚できない』と刷り込まれた。風習を知って、納得してしまった。だから自分は結婚できないんだ、そう思い込んでしまったら、余所がどうだろうと、自分にも適用される話ではないと思い込んでいた。

　なにより、その余所の土地の人たちは自分の意思で身体の関係を持つことを選んだのだから、そこは結婚前提で行為をするアローナの恋人たちと同じだ。だが、自分の選択ではなく処女を奪われた自分には、その選択肢が与えられているなんて思っていなかった。

　ミリアムがアローナから出るという発想がない以上、その風習は当然にあるものであって、そもそも否定できるものとすら思っていなかった。

　田舎の刷り込みなんてそんなものだ。どこまで行っても、『そういうもの』だからだ。

　だから、こんなに正面切って否定されたことにアタマが追いついていなかった。

「そもそも、なんでその風習が女性にだけ適用されるものなのかも判らん。そんな言い草が通るんなら、男だって結婚するまで童貞を貫けとかいう風習があったっていいのに、そんな言い伝えは過去を遡ってもどこの土地でだって、少なくとも俺は一度も聞いたことがない。嫁が他のオトコを知ってるのが気に入らないとか前の恋人と比べられるのがイヤだとか、そういう男がつくり上げた勝手な言い草ってだけとしか思えん。その上、この風習は起源自体もはっきり判ってない、いつから言い出したかもよく判らないものだ。そんなものに振り回されておまえが結婚できないとかおかしすぎる。本当に男に興味がないとか結婚したい気がないというのなら別だが、そうじゃないだろう？」

「……それは」

　突き詰められて、ぽろりと口から零れ出た言葉に自分自身が慌てた。

「う、あ、えっと、その、でも」

　動揺のあまりまともな言葉が出てこないミリアムに、ジェラルドは淡々と言う。

「別に隠すことはない。俺が知ってるおまえの友達だってもう全員結婚した。子供がいる子もいる。羨ましいと思わないほど冷めているわけでもないだろう。それに、結婚は無理だと思っていたって、好きな男がいること自体は別におかしくもない」

　それから、すっかりおとなしくなってしまったミリアムを一度見遣って、ジェラルドは酒のコップをあおった。

「俺に言わせれば、おまえは真面目すぎる。そんな風習、適当に良いように聞き流してるヤツなんてたくさんいるだろうに。元々は『結婚するまでは処女』のはずだったのに、気付けば『結婚する男とならいい』になってる。結婚前提って言い訳で、最近は結局結婚前にヤってる恋人同士ばっかりだろう。宵祭りで結婚を決めた恋人同士で結婚前にしなかったヤツらなんてどれだけいるかってくらいだ。その時点で風習なんか既に反故になってる。この三日間の祭りで、一体どれだけのヤツらがそういう行為に及んでるのかと思うと、自分だけ無理してるのが阿呆くさくならないか？」

　つい余計な想像をしてしまったのかミリアムはわずかにカオを染めた。それからふっと、力が抜けたようなカオでジェラルドをしばらく見てから、不意に膝を抱えてそこにカオを埋める。

　そして、ぼそりと微かにつぶやいた。

「…………先生が、いじわるだ」

「なんで」

「なんでヒトの気持ちを暴くの。せっかく諦めてるのに、まだ望みがあるから諦めるなみたいな言い方されたって、無理なものは無理だよ」

「ナニが無理だ。当たってもないのに自主的に砕けてんじゃねえ」

「父さんも母さんも、あたしは結婚できないから手に職って大工の仕事を仕込んでくれた。兄ちゃんは女がそんな仕事ってカオしかめてたけど、それでも家族に守られてるのは判ってたから、結婚して喜んでもらうのは無理でも、仕事で家族に安心してもらえるならってがんばったのに」

「ああ、がんばってたな」

「それなのに、先生はそれが間違いだって言うの？」

「おまえがそれを選んだこと自体を否定する気なんてない。結婚を諦める必要はないと言っているだけだ。今までだって、全然縁がなかったわけじゃないんだろう？」

「……全然では、ないけど……。でも、そんな話が出そうになると逃げてたから……。父さんのトコに話があっても、知らないうちに断られてたり。結婚しない前提で話が全部なくなってたから」

「それはそれで酷いな。娘の幸せを親も潰してたのか」

「父さんたちを悪く言わないで。だって、あたしは『結婚できない子』だもの」

「だから、そんなもん言わなきゃ判らないだろうってんだよ。じゃあナニか、いちいちこの子は処女ですかとか、この子は違うので結婚できませんとか、そんなコト確認しないと結婚が決められない程度の男しかアローナにはいないのかっていうんだ。本当に好きならそんなこと関係ないだろう」

「そんなこと、あたしに怒らないでよ！」

「そうだな、すまん」

　やっとミリアムが声を上げると、ジェラルドがあっさりと詫びた。それでまたすとんとミリアムの力が抜ける。しばらくの沈黙のあと、ミリアムがぼそりと言った。

「…………それなら、先生だってじゃん」

「ああ？」

「先生だって、お嫁さんもらわないじゃん。あたしよりいくつ上よ？　別に結婚したくないわけじゃないんでしょ。なんでしないのよ？」

「別に男は年齢制限があるわけじゃない」

「それ理由になってないじゃん」

「したくても相手にその気がなきゃ、結婚なんてできないだろ」

「そうなの？」

「そうなの」

「先生、かわいそう」

「同情するなら少しは考えろ」

「ナニを」

「結婚」

「ダレと」

「俺と」

「ダレが」

「おまえが」

「ナニを」

「だから、結婚」

「……………………はい？」

　ものすごくアタマの悪いやり取りをしたあと、ミリアムは今度こそ呼吸が止まって固まった。
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　衝撃発言に固まっているミリアムを放置して、再び手酌で呑み出したジェラルドが一杯を呑み干した辺りで、ようやく彼女の金縛りが解けた。

「……先生、ナニ言ってるの？」

「やっと動いたと思ったらソレか」

「いや、だってさ。おかしいじゃん」

「ナニが」

「それじゃまるで、先生があたしのコト好きみたいじゃん」

「それのナニがおかしい？」

「いや、有り得んやん」

「なんで」

「だって！　先生があたしのコト好きとか有り得んやん！」

「だから、なんで有り得ないんだ」

「こんなガサツでやかましい酒ガンガン呑むような女、先生みたいなイケメンのインテリが好きになるとか有り得なくない!?」

「ああ、おまえみたいな元気で陽気で気風の良いおおらかな女を、俺みたいな不愛想で陰気で理屈っぽい小煩い男が惚れるのはおかしいって？」

「んなコト言ってない！　そんで、不愛想で陰気だと思ったコトはない！」

「理屈っぽくて小煩いってのは否定しないんだな」

「それはちょっと思ってる」

「おいコラ」

　ツッコんでおいて、ジェラルドが言う。

「で、その俺がおまえに惚れてるとして、なにかおかしいのか？」

「なにかって……でも、だって……」

「ああ？　はっきり言え」

「嘘でしょ？」

「阿呆か」

　一刀両断したジェラルドが、おもむろに手を伸ばしてミリアムの顎を捕まえると、いきなりくちづけた。驚きのあまりにまた固まったミリアムが、離れた途端につぶやく。
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「……マジ？」

「これでもまだ信じないか？」

「…………いえ」

　呆けた口調で答えるミリアムがおもしろかったらしい、ジェラルドが不意に笑う。途端に、ミリアムがぼぼぼっと赤くなった。

「……せんせーが、わらった……」

「そりゃ、俺だって嬉しかったら笑うが」

「嬉しい？」

「好きな女にいきなりキスして嫌がられなかったら嬉しいんじゃないか？　普通は」

「…………そう、ですか……」

「なんでいきなり敬語？」

　どう見ても全然アタマがまわっていないミリアムに、ジェラルドが苦笑する。

　これはもう少し脳内が落ち着かないとまともに話ができそうもないと踏んだジェラルドは、ミリアムを少し放っておくことにして、再び手酌で酒を吞みつつ、つまみに手を出す。

　それをぼーっと見物していたミリアムは、しばらくしてようやく口を開いた。

「…………本当に本当？　信じていいの？」

「俺、そんなに信用ない？」

「信じてるよ！　先生以上に信用してる人いないよ！」

「それはありがとう。なら、俺の気持ちも素直に信じて？」

「…………でもぉ」

「まだ言うか。なら、もう一度キスしようか？」

「っ！　えっと、いや、その！」

「イヤ？」

「…………イヤじゃ、ない」

「それは嬉しい」

　言いながら、今度は不意打ち気味にではなく手を伸ばして、一度直近まぢかでミリアムの瞳を覗き込んでからくちづけた。ゆっくりと、味わうように、確かめるように合わせられる唇が熱くて、ミリアムは気が遠くなるような感覚に陥る。

　それがまたゆっくりと離されると、今度こそ優しく緩んだジェラルドの瞳がミリアムを覗き込む。

「少しは信じられた？」

「…………まだ信じらんないって言ったら？」

「またしよう」

　楽しげに言ってから、また唇が合わさる。信じられないのではなく、してほしいのだと判ったから。

　今度は舌が侵入して、より一層深いものになった。怖じ気づくミリアムの舌を強引に絡ませて、気持ちまでこっちに向けと言われているようで、ミリアムは恥ずかしさと嬉しさに舞い上がる。

　息が上がった頃、ようやく離された唇が更に告げた。

「もう観念しろ。おまえが俺のコト、ずっと好きだったのは知ってる」

「……え」

　へろへろになって、気付けばジェラルドの胸に縋っていたミリアムは、思ってもみなかったことを言われて呻いた。

「がんばって隠してたけどな、おまえの好意に気付かないほど鈍かない。ただ、同時におまえの悩みも知ってたから敢えてつつかなかった。少しでもそんな気になってくれたら言おうと思っていたが、こんだけ待っても一向にそんな気にならなさそうだったからな。もうそろそろ我慢する気もなくなってきた」

　我慢、とつぶやくミリアムのカオが赤い。

「我慢、してた？」

「そりゃしてたさ。それなのに、よりによって祭りの夜中におまえが来るから。まして、自宅に連れ込んだのに警戒もなんにもなく、やったーとか、一人暮らしの男の家に自ら突貫してきてナニもないと思うほど、俺がおまえの中で安全な男だと思われてるのも少々癪だったしな。もういいかと思って手を出してみたわけだが」

　あの時の、ナニがやったなんだか、という言葉の裏にそんな思いがあったなんて知らなかった。

　ミリアムはカオの火照りを収められない。

　むしろ、先生の中で自分はそんな対象にならないから構わないのだろうという、それは若干哀しくも自虐的な思いであったというのに。

「…………ごめんなさい」

「謝るなら前向きに考えろ。つか、もう素直になって、ついでに俺の嫁になれ」

「え、でも」

「なにがでもだ。なにか断る理由があるか？」

「え、いや、ない、と思うけど、でも」

「だから、ないならなんで〝でも〟なんだ。おまえが俺んトコに来るのに躊躇う理由が処女の件以外に他になにかあるのか？　あるなら言ってみろ。全部論破してやる」

「ええええ」

　ミリアムが困ったように唸る。

「……先生が、なんかやたら強引だ……」

「当たり前だ、この期に及んで引いてどうする。ここまで言ったからにはもう攻め込む以外の選択肢はない」

　言い切ってから、ジェラルドはミリアムのカオを覗き込んだ。

「ミリアム、愛してる」

　ミリアムは、息が止まった。

　何度、夢見ただろう。そして、何度、諦めただろう。好きになった人に好きだと言われる未来を。

　でもそれは自分には無理なのだからと、万が一、億が一、言われたとしても、処女でないことを理由に断らなければならないものだと思っていた。

　なのに、全部知っている人が、全部知っているのに言ってくれた。

　全部論破してやるから、なんでも構わないから嫁に来いと、そう言ってくれた。

　素直になれと。自分のところに来いと。

　もう、好きだと言っていいのだと。

　気付けばぼろぼろと涙を零していて、ジェラルドが優しい笑顔でアタマをぽんぽんとしてくれた。それがまた嬉しくて涙が止まらない。

「………………すき。先生が、すき」

「俺の嫁になってくれる？」

「なる」

「よし」

　確認作業のようなやり取りがおかしかったらしい、ジェラルドが笑った。

　そのままアタマを引き寄せられてもたれかかると、再び今度は頬に軽くくちづけを落とされた。甘い仕草が気恥ずかしいけど嬉しい。

　ぐすぐすと鼻を鳴らしながら、ミリアムがつぶやいた。

「……しまったなあ」

「ナニが」

「フィタがないの。つくってすらないから先生にあげるフィタがない」

「ああ、そんなことか」

　そりゃ、ついさっきまで叶うと思っていなかった恋に捧げるアイテムがあるわけがない。

「くれる気があるなら、つくって持って来てくれりゃいい。別になくたって俺の気持ちが変わるわけじゃないが、おまえが贈ってくれるものならつけるし」

「ホントにつくったら受け取ってくれる？　たぶん下手だよ？」

「そーいうのは気持ちだろ。どうせ結婚するまでの腕輪の代わりなんだから」

「判った、ならつくって持ってくる」

「楽しみにしてる」

　言ってから、ああ、とジェラルドがつぶやいた。

「じゃあ、俺からも花をやらないとな」

「え、くれるの？」

　女性からはフィタを、男性からは花を。

　風習なんてと言う割に、ミリアムがフィタをくれると言ったからだろうか、そんなことを言い出したジェラルドにミリアムが訊き返した。

「ああ。つっても、おまえにやる花は生花じゃないんだが」

　にっ、と、ジェラルドが笑む。

「おまえにスターチスって花をやる。だから、これからその名前を名乗ればいい。ちなみに花言葉は誠実とか変わらぬ愛だそうだ」

　南の方が原産地だというその花は、ジェラルドの家名で。

　その花の名を名乗るということは彼の名字を名乗るというコトで。

　それはまさしくプロポーズということだ。

　泣き笑いのような笑みで、ミリアムは言った。

「先生、気障ぁ」

　自分でもそう思っていたのだろう、ちょっと照れくさそうに笑ってから、ついでのように付け加えた。

「ちなみに、親父も母さんを口説いた時同じことを言ったらしい」

「え、それ踏襲していいの？　お母さん、ご実家に帰っちゃったんでしょ」

「でも、結局親父も母さんも死ぬまでお互いを想ってた」

「え、そうなの？」

　うなずいたジェラルドは、ふっと遠い目をした。

「親父は死ぬまで帰ってこいと母さんに手紙を送り続けてたし、母さんは他の男に嫁がせようとする祖父母の言うことを頑として聞き入れなかった。親父の訃報を聞いた時、母さんは哀れなくらい憔悴して泣き崩れてて、そんなになるほど悲しかったんなら、なんで帰らなかったんだろうと思ったな」

　ミリアムは、見覚えのないジェラルドの母を思う。そして、ふっとその思いを馳せる。

「お母さんは、ブランドン先生が迎えに来てくれるのを待ってたんだね、きっと。意地になってて自分から帰ることはできなくても、迎えに来てくれたらすぐにでも帰りたかったんじゃないのかな」

「俺もそう思う。でも、ここに来て判った。親父は、迎えに行きたくても行けなかったんじゃないかな。なにしろ王都は遠すぎる。馬車で往復しても平気で半月はかかるのに、その間、患者をどうすると思ったら行くに行けなかったんだろう。たぶん、そういう理由ならここの人たちは行ってこいって快く送り出してくれたんだろうと思う。だけど、医者としてそれを良しとはできなかったんだろう。なにしろ、腕は良くてもバカだから。仕事バカ」

「ああ、なるほど。判る気がする」

　ずっと世話になっていたミリアムには判る。

　ブランドン先生は子供の目から見ていても忙しすぎだった。

　病院に休診日はあってないようなものだった。休診の札が出ていても、夜中であっても、急患となると当たり前のように病院の扉を開いたし、呼ばれれば往診に走った。

　自分が体調を崩しても診療を終わらせてからぶっ倒れた。

　自分が動けるうちは大丈夫と言っていたら、動けなくなった途端に逝ってしまった。

　極端すぎる人生を、みんなが惜しんだ。だからもっと頼ってくれれば良かったのにと。

　世話をしてくれる人を雇うなり嫁をもらえばと言われたがずっと断り続けた。

　本当は妻に戻ってきてほしかったのだろうと今なら判る。そんなヒトをつくってしまったら、妻の帰ってくる場所がなくなってしまうからと思っていたのだろう。

　それならそれで素直に迎えに行けばよかったのにそれもできず、だからといって他人に頼ることも良しとしなかったブランドン先生は、果たして幸せだったのだろうかと、今更ながら思ってしまう。

「俺も、親父と同じ傾向にあるコトは自覚してる。でも、俺は親父みたいになる気はない。ちゃんと嫁さんを死ぬまで傍で愛したい。俺の傍にずっといてほしいんだ、ミリアム」

　ジェラルドは父を偲びながらも否定する。父のようにはなるまいと。

　果たして本当にそうならないかはまだ判らない。それでも妻をできる限り大切にしたいという想いを感じて、ミリアムは微笑んでうなずいた。嬉しくて、でも気恥ずかしくて、だからついちょっと茶化してみる。

「まあ、あたしなら喧嘩して実家に帰ってもすぐ近くだしねー」

「いやまあそれはそうだが、それを言っちゃおしまいだろう」

　苦笑するジェラルドに、ミリアムが笑いながら見上げる。

「迎えに来てくれる？」

「当たり前だ。……だが、まずそうならないように努力する」

　当然の言葉に、ミリアムがくすくす笑いながら、甘えるようにすり寄った。
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　ジェラルドが、ミリアムを抱き寄せる。

　優しくも甘い雰囲気は、当たり前だが今まで彼から感じたことがなくて、どきどきする。

　そんなジェラルドだって、こんなしおらしく可愛らしく彼に甘えるミリアムを今まで知らなくて、つい鼓動が速くなる。

　酒盛りのはずだったのに、気付けば二人の間にはすっかり隙間がなくなっていた。

　近くに、もっと近くにと、ミリアムは胡坐をかいたジェラルドの足の上に横座りで収まってくちづけを受けている。

　優しいキスはやがて深くなる。求め合う。

　身体が熱くなる。

　ただくちづけ合うだけでは足りなくなる。

　恋心をずっと封印してきたミリアムにそんな経験があるわけもなく、触れ合うだけのキスすら今日が初めてなのにどうにかできるわけもなく。ただひたすら与えられる熱に浮かされ、翻弄される。

　物語に出てくるキスは、恋人に与えられる幸せの象徴のようだった。

　だけど、現実のキスはただ幸せというだけでなく、更に知らない感情と欲を湧き上がらせるものだった。

　じんわりと、大事なところがヘンなふうに熱くなる。

　それがどういうことか判らないほど子供ではない。知るのを忌避する気持ちもなくはなかったけれど、自分にナニが起こったのかを見て見ぬふりするのにも限界があったから、一応の知識も得た。

　それでも、この行為を自分が経験することはないと思っていたのに。

　キスは嬉しい。いくらでもしたい、してほしい。好きな人に抱き締められ、くちづけられている、その事実に身体は正直に反応している。そして、それだけで終わりたくないと身体が反応することがあまりにも恥ずかしくて、そしてそんな自分を現金だと思う。

　ふと、お尻の下のジェラルドの足の間、骨以外に感じる硬い感触に気付いてしまうと、ミリアムはものすごく恥ずかしくなって……そして同時にとても嬉しくなる。

　ちゃんと、ジェラルドが自分に欲情してくれているのが判ってしまった。

　こんな女らしくないガサツな女でも、ちゃんとそんな気になってくれているのだと。

　同時に怖いとも思う。

　あの時の記憶はまったくない。でも、忘れているだけでなかったわけではない。不意の行為がそれを思い出させないという保証はない。思わずジェラルドを拒否してしまわないかと怖れる。

　そして、それをジェラルドが怒ったり幻滅したりするんじゃないかと、それが一番怖い。

　そんなことはないとアタマでは判っている。でも、せっかく好きになってもらえた好きな人を落胆させたくない。幸せなはずの行為を自分のせいで失敗に終わらせたくない。そう思うと、怖じ気づく。

　身体は熱くなっているのに気持ちが追いつかなくて、どうしたらいいのか判らない。

　ジェラルドだって、こんなになっている以上したくないわけがない。それでも、応えるのが怖い。

　ふと、ジェラルドが身体を離した。苦笑と共に言う。

「この辺にしとこう。これ以上は持つ気がしない」

「え……」

　思わずジェラルドを見ると、彼は困ったように微笑んだ。

「そんな残念そうなカオすんな。キス、そんなに気持ち良かった？　でも、そろそろ俺も紳士的に振る舞うには限界ってもんがあってな」

　かっ、とカオが赤くなるのが判る。自分はそんなに物欲しそうなカオになっていたのだろうか。

　そして、持たないという言葉に、ジェラルドが今その行為をしないと言っているのだと判って。

　身体はしたいのにしないというのは、その気がないというのとは違うワケで。

「……したく、ない？」

「したいに決まってんだろ。俺だって男だぞ。でも、おまえがするの怖いって判ってるのにこれ以上手なんか出せるか」

「……え」

　思わず目を丸くする。するのが怖いと思っていても、いざしないと言われたら驚いてしまった。それでもきっとするのではないのかと自分が思っていたことに気付いて狼狽える。

　目を瞠るミリアムのカオに苦笑してから、ジェラルドは彼女の頬に掌を当てた。

「なんてカオしてんだよ。これは風習の踏襲じゃなくて、おまえの気持ちを待つってコトな。恋も結婚もできないって思ってた女をいきなりこっち向かせたんだ、性行為の心の準備なんざ、できてるわけないことくらい判ってる。そこまで急かせる気はない。安心しろ」

　我慢、してくれるのか。ミリアムのためにその気持ちを慮って、したい気持ちを抑えてくれるというのか。お尻の下の、彼の股間のモノはしっかり硬いままだ。それでも、ミリアムの気持ちを優先してくれるのか。

　怖い。確かに怖いけど。でも。

　ジェラルドは優しい。口調は少し雑だけれど、ミリアムを大切に扱ってくれる、その気持ちがありありと判って、それがとてもとても嬉しい。

　今一番怖いのはジェラルドに嫌われることだ。せっかく成就した想いを失うのは怖すぎる。

　でも。多少のことがあったって、ジェラルドならば理解してくれると信じられた。怖いコトを怖いと言ったって、怒ったり嫌ったりしないに違いない。

　それよりも、もっと一緒にいたい、もっと近づきたいと思った。

　だから。

「…………いいよ」

「ん？」

「心の準備、できたから」

　不意に、蚊の鳴くような小さな声で、それでも必死に言った言葉をジェラルドはちゃんと聞いてくれて、そしてわずかな逡巡のあと、応えた。

「…………無理、しなくていいんだぞ？」

「無理、したいの」

　自分の言っていることが恥ずかしくてじわじわ赤くなっていくのが判る。それでも。

「今日しなくたって、それこそ結婚初夜までだって待つぞ？」

「待たなくていい。怖いけど」

「怖いのなら今日じゃなくたって」

「今日がいい。怖いけど、でも、今日このまま、先生のものになりたい。……ダメ？」

　羞恥のあまり真っ赤なカオで、潤んだ瞳で見上げるミリアムは、それがどれだけジェラルドを煽っているのかなんてたぶん全然気付いていない。

　ようやく手に入れた惚れた女にこんなふうに乞われて、それでも我慢できる男がいたらお目にかかりたい、なんてジェラルドが内心で自分を嗤っているなんて欠片も思っていなかった。代わりに彼が口にしたのはもう少し理性的な言葉で。

「……せっかくのヒトの必死の我慢を無下にしやがって」

「ごめんなさい」

「謝るな。……本当に、いいのか？　怖いんだろ？」

「怖い、けど、先生、怖いって言っても許してくれるでしょ」

「そりゃ許すも許さないも、しょうがないだろう。でも、始めたらさすがにやめられないぞ」

「うん、だから、怖くてもいい。怖かったら怖いって先生にしがみつくから」

「なるほど、判らん。判らんが、まあ、いい……のか？　だが、うーん？」

「考えなくていいから。ほら、先生、そういうトコは考えなくていいからね」

「ああ、そーいうところが理屈っぽいって？　阿呆。おまえの心配をしてるんだろうが」

「判ってるよ。判ってるけど、ここは理屈じゃなくて感情を優先すべきかと」

「だったら、俺はおまえを怖がらせたくない」

「そんなの、最初の一回は、いつまで待ったって怖いに決まってるでしょ」

「…………そりゃそうか」

　ようやく納得したのか、ふっと力が抜けた様子のジェラルドは、それでもやっぱり訊いてきた。

「……本当の本当に、いいのか？」

　だから、ミリアムももう一度答えた。

「うん」

「判った。……しかし、ヘンなところで思い切りがいいな、おまえは」

　つい感心したジェラルドに、ミリアムは笑んだ。

「いいわけないじゃない。……先生だから、いいって思えるんだよ」

　思わず息を呑んで、ジェラルドは口元を空いている方の手で覆った。

「まったく、おまえは。……判った。怖いのを忘れるくらい、夢中にさせてやる」










　初めて母屋にお邪魔して、寝室にまで入ることになるなんて思わなかった、とミリアムが笑った。

　ジェラルドにばんざーい、とシャツを脱がされてミリアムがベッドに横になると、ふと気付いたカオでジェラルドが苦笑する。

「あー……すまん、こないだの休みにシーツ洗ったっきりで」

　清潔さを気にしたらしいジェラルドに、ミリアムは首を振る。

「いい。先生の匂いがするの、安心する」

「それは、喜んでいいのか気にした方がいいのか」

「安心するって言ってるのに。……怖いのが、ちょっと落ち着く」

「落ち着かれるのも若干複雑だが。でも、まあ、そんならいいか」

　ゆるゆると、あちこちを唇で触れられる。怖がらせないように、急がないように。乱暴にならないように、優しく、丁寧に。そんなジェラルドの気持ちが透けて見えるような触り方が、恥ずかしいけれど嬉しい。

　体力仕事のミリアムの身体は、それなりに筋肉が付いているのに柔らかく弾力があって張りがある。そしてとても綺麗だった。

　震えるようにびくびくと反応する。甘い声が上がる。自分にそんな声が出せるなんて思っていなかった。ナニをされてもどんな声を上げても恥ずかしい。

　こんな自分でジェラルドが本当に満足してくれるのかと、ふと心配になってきた時、不意に足に、熱を帯びる彼の下半身が触れた。さっき居間でも触ったソレがやっぱりちゃんと反応してくれていることを、思わず確認したくなる。

「……せんせ、あたしで、ちゃんとその気になってくれてる……？」

「そりゃ、ヤる気満々だが。惚れた女のこんな綺麗な身体を見て反応しないとかないだろ」

　わざとあからさまな言い方をされ、一瞬にして真っ赤になったミリアムは戸惑う。

「でも、せんせ、何度も怪我の治療で、あたしの身体くらい見てるのに」

「治療の時にそんな目で見てるワケないだろう。それはそれ、コレはコレ。医者ってのはそういう切り換えができるものだし、できなきゃいけない」

「そういうもの？」

「そういうもの。だいたい、治療中に欲情してちゃ、仕事にならんだろうが」

「そりゃそうだけど」

「そんなこと気にしてないで、俺に触られてろ。ほら、この通り、しっかりその気になってんだから」

　おもむろにジェラルドがミリアムの手を捕まえる。ナニかと思えばわざわざ股間に持っていって触らせられた。ひゃあっと声を上げて慌てて手を引っ込める。まだ服の上からだというのに直接触ったかのような反応に、ジェラルドが笑った。

「もう、ナニ触らせるのよ！」

「ナニって、おまえが訊くから。納得しただろ？」

　笑いながらしれっと言って、ジェラルドは続きを始めた。

　胸の突起を咥えて吸いつきながら、腹や脇、そして足に手を滑らせる。するするとした手触りがくすぐったいだけではない感覚を呼んで、ミリアムの腰が揺れる。その様子を目で楽しみながら、ジェラルドがミリアムを追い詰めていく。

　ふと、ジェラルドが右脇の傷の痕を指でなぞった。

「この傷、こんだけ残っちまったな」

　四年前の怪我の傷は、さすがにすべて綺麗には治らなかった。死んでいても不思議じゃなかったと思っているミリアムからしたら、傷の酷さを考えてもこの程度で済んで良かったと言えるものだが、彼女の主治医は綺麗に治してやれなかったことを少し悔やんでいるようだった。

「……傷だらけの女でごめんね」

　だが、つい詫びたミリアムの言葉をジェラルドは蹴飛ばした。

「阿呆、謝ることか。人間誰だって怪我くらいする。そもそもこれはおまえが真面目に仕事をしていたが故の怪我だろう。誇れとまでは言わんが恥じるような怪我じゃない」

　驚くミリアムに、ジェラルドはにっと笑った。

「それに、どうせこれを見るのはもう俺と、そのうちできるかもしれない子供くらいのもんだろ。だったら気にすることなんかない」

　子供、と言われてミリアムの熱が上がる。

「まあ、他人に見せることなどなくても、女性として傷を気にするのは判らないでもないけどな。もしかしておまえ、そういう意味でも自分を『傷物』だと思っていなかったか？　それで傷物だっていうんなら、世の中の怪我して傷が残ってる人間は全員傷物だからな。おまえだけが特別じゃない」

　ジェラルドの言葉に、ミリアムは目を瞠って、それからちょっと泣きたくなった。

　自覚はなかったが、確かにそういう思いが自分の中にあったのだと気付いた。

　ミリアムの凝り固まってしまっている思い込みをいくつも看破して、平然とぶち壊してくれるジェラルドはやっぱりすごいと思う。

　目が潤んでいたかもしれない。ジェラルドの視線が柔らかくなった。

「こんな心も身体も綺麗な女が傷物なものかよ」

　ぶわっ、とカオに熱が上がる。キレイ、それワタシのコトですか？

　真っ赤になった恋人に満足そうな笑みを浮かべると、ジェラルドは愛撫を再開する。

　指が足の間を滑り、大切なところに触れるとびくんと大きく跳ねた。

「やあっ！」

「大丈夫。大丈夫だから。気持ち良くないか？　怖くないよな？」

「……こわく、ない、きもち、いい……」

「怖かったら目を開けろ。俺を見ろ。怖いコトはしない。信じろ」

「……うん、しんじる」

　うなずくと、ジェラルドが微笑んでくれる。大丈夫、怖いけど怖くない。

　ジェラルドの長い指がナカに差し込まれ、掻きまわされる。様子を見ながらしつこいくらいにミリアムが感じるところを探しては、執拗にソコを弄られる。肉芽を潰し、襞をなぞり、その隘路をほぐすことに執心しているようだ。痛くないように、少しでも痛みを減らせるように、それだけを気にするかのように時間をかけて、ジェラルドはミリアムを高めていく。

　やがて胸を弄んでいた唇を離して身を屈め、おもむろに足の間の泉にカオを埋めた。

「やっ!?　やだ！　きゃあっ！」

　ミリアムが悲鳴を上げて目を開けてカオを上げようとするが、その強い感覚に力が入らず、すぐにベッドに沈み込む。ジェラルドが濡れたソコを舌で舐めまわし、肉芽を吸い上げ、深く差し込んで刺激すれば、水が溢れて彼女が感じていると教えてくれる。

　わざとじゅるじゅると卑猥な音を立てながら啜られて、必死に羞恥と快感に耐えるミリアムの身体が震える。なにかに縋りたくて伸ばした手を、ジェラルドがしっかり握ってくれた。

　ジェラルドがようやく身体を起こすと、荒い息をついて涙でぼろぼろになっているミリアムがか細く言った。

「……こわくないけど、はずかしい……」

「怖くないんならいい。存分に恥ずかしがってろ。そのうちそれも気にできなくなってくるから」

「えええ」

「最初の一回は気持ちイイまでいけるか判らないけどな、努力はする」

　言いながら、ジェラルドが口元を手の甲で拭い、カオに落ちてきた髪を掻き上げる。その仕草がなんだかものすごくイロっぽくて、ミリアムが微笑んだ。

「……そーいう仕草、かっこいい」

「そうか？　うっとうしいからそろそろ切ろうと思ってたんだがな」

　ジェラルドは、ふふ、と涙目で微笑むミリアムの指先にくちづけ、微笑み返した。

「よく判らんが、伸ばした方がいい？」

「どんな先生だってすきだから、先生のいいようでいいよ」

　途端にジェラルドが若干挙動不審気味にカオを手で隠した。

「……だから、おまえは無自覚にそーいうコトを……」

　ったく、とつぶやいて、ジェラルドが突然齧り付くようにキスをする。ミリアムがカオを上げると、艶やかに告げた。

「挿れるぞ。怖いだろうからしがみついとけ」

　言いながらミリアムの手首を捕まえて首の後ろにやるので、遠慮なく腕をまわした。

　うなずいたらくちづけてくれて、緊張が少し緩んだところに、ジェラルドが己をミリアムの泉に潜り込ませた。

















　　　５












　あれだけ解ほぐされたはずだが、抵抗するように締め付ける隘路に無理矢理入り込む様子は正しく蹂躙と呼ぶべき行為だ。

　あまりに痛くて辛そうに眉根を寄せるミリアムにくちづけながら、それでもジェラルドはゆっくりと押し込んでいく。

　ミリアムの様子を確認しつつ、だがその彼とてなかなかに辛そうだ。

　優しくといっても限界はある。どうしても痛むだろう行為は怖いと思わせるだろう。それをできる限り減らしてやりたいという彼の想いを感じて、ミリアムはその痛みすらも嬉しいと思う。

　やがて最後まで挿れきってしまうと、ジェラルドが息を吐いた。

「全部入ったぞ。よくがんばったな、ミリアム」

　囁くように告げられて、ぎゅっと目を閉じていたミリアムが薄く目を開けた。浅く呼吸を繰り返しながら、涙を浮かべてつぶやいた。

「…………なんで？」

「どうした？」

「あたし、初めてじゃないはずなのに、なんでこんなイタいの？　イタいのって初めての時だけじゃないの？」

「そりゃ、使ってなきゃな。何年経ってると思ってる。さすがに処女膜は再生しないだろうが、使われなきゃゆっくりと元に戻るもんだ。人体の修復機能ってのはすごいって言っただろう。ココは赤ん坊が出てくるところでもあるんだぞ。広がった道が元に戻らないと、出産後以降のセックスがものすごく哀しいコトになる」

　医者らしいコトを言ったと思ったら最後にそんなことを言うものだから、ミリアムは思わず笑った。笑ってから、ぽつんとつぶやいた。

「……覚えてなくてよかった」

「ん？」

「イタいのも、先生なら我慢できるもん。先生におしえてもらえてよかった。そんな知らないヒトとのこと、全然覚えてなくてよかった」

「ああ、そんなもん思い出さなくていい。ついでにそんなコトがあったことも忘れちまえ。俺とのコトだけ覚えてりゃそれでいい」

　うなずいたらジェラルドが唇を寄せて涙を吸い取ってくれた。甘い、だがどこか楽しげな笑みを浮かべて頬にくちづける。

「これから一生、数えきれないくらい抱いてやるからな」

「……せんせい、えっち」

「当たり前だろう。今まで我慢してた分も合わせて、これからはおまえにヤりたいコトやるからな。せいぜい覚悟しとけ」

　割とスゴいコトを言われて、ええ、とつぶやいたミリアムだが、求められることは嬉しいのだ。頬を染めて、それでもうなずく。

「今は怖くないか？」

　もう一度うなずいたミリアムにジェラルドは微笑む。

「そろそろイタいのは治まったか？　なら、そろそろ一回目、始めようか」

　言われてミリアムは、それまでの会話が痛みが落ち着くのを待つためのものだったのかと察した。やっぱり先生は優しい。

　その優しい瞳に隠しきれない欲を帯びて、ジェラルドは告げる。

「愛してる、ミリアム」

　湧き上がる嬉しさでミリアムの胸がいっぱいになる。

「あたしも、あいしてる」

　微かに、それでも万感の想いで告げれば、嬉しそうに笑んでくれたジェラルドが、これまで必死に我慢してくれていたのだろう衝動をようやく解禁した。

　奥までたどり着いた場所から、ぐっと強く引き抜くと、抜ききる前に再び押し込む。

　ミリアムの両膝の裏を持って足を広げてその腰を揺すられて、その衝撃にミリアムが声を上げた。

「あ！」

　激しくはない。いきなりの強い衝動はミリアムが怯えることを判っているのだろう。

　それでも締め付けられる気持ち良さについ速まってしまう腰の動きを必死に制御しようとするように、ジェラルドが眉間に皺を寄せる。

　ただひたすらにしがみつく。

　ジェラルドから与えられるその強い衝動は、もう自分には得られないものだと今まで信じていた。誰にも愛されず、恋愛や結婚、出産といった世間で言うところの女の幸せというヤツも、すべて諦めて生きていくのだと思っていた。

　本当は、次々結婚していく友達や知り合いが羨ましくてしょうがなかった。

　ジェラルドへの気持ちに気付いたところで、どうしようもないと思い込んでいた。

　だけど、そんな思い込みはジェラルドが全部ぶち壊してくれた。

　ジェラルドが、ミリアムの心さえも治療してくれた、そんな気さえした。

　だから、今度はミリアムが、身も心もジェラルドに捧げたい、と願う。

　なにも要求しない、手土産の代金すら払おうとするようなジェラルドが、おまえがいいと自分を選んでくれたから。大好きなジェラルドに、せめて自分が捧げられるものすべてを。

　愛し、愛された、その証に。

「ああ、あ、あ、あ、あ、や、ああ！」

「大、丈夫、か？　こわくないな？」

「こわ、く、ないけど、ああっ、あっ、やああ！」

「ならいい」

　息を弾ませながら、ジェラルドが微笑む。

　必死に喘ぐミリアムの涙を屈んで舐め取って、そのまま口を塞がれる。

　掻き混ぜられる。深く浅く擦られる。その度に上げるミリアムの甘い喘ぎが、更にその動きを加速させる。

　感じすぎて苦しくて、薄く目を開けたらジェラルドがなんだかまだ余裕がありそうで、ミリアムはつい文句が口を衝いた。

「んっ、なんでそんなに、せんせえは平気なの？」

「平気なもんか。気持ちヨすぎてむちゃくちゃキツいが」

「そんなふうに見えないっ」

「そんなコト言われてもな」

　患者は医者が冷静であればあるほど安心する。だから内心でどれだけ焦っていても声とカオだけは平静でいられるようにと、前に勤めていた病院の先輩に言われて努力したらしい。元々不愛想なのであまり苦労はしなかったそうだが、こんな時までそれが発揮されなくてもと、ミリアムは若干呆れる。

　そして、それと同時にミリアムは少しだけ安堵した。いっぱいいっぱいなのは自分だけじゃないみたいだということに。

　だが、そんな安堵はすぐに快楽の波に沈んでしまった。

　必死にジェラルドの首に齧り付くミリアムは、怖いとか恥ずかしいとかいう感覚は飛んで、ただひたすらにジェラルドの熱を感じるので精一杯だ。

「んっあっ、も、むり、あ、あ、や、あ、ソコ、や！　あああ！」

　更に突かれて、跳ねる声が快感を伝える。首にまわした腕に力が入ると、更にソコを攻められる。

　ついでにぐりぐりと肉芽を弄られれば更に腰が跳ね、悲鳴が上がる。

「もうむり、むりむりむり、もうダメ、なんかきそう、こわい！　せんせえ、こわい！」

「大丈夫だから、それは気持ちイイってことだから。逆らうな、素直にイっちまえ」

「こわい、せんせえ、こわい！」

「怖い時は、俺の名前呼んでろ。先生じゃなくて」

「じぇ、じぇらるど、ジェラルド、ジェラルド！」

「ん、上出来。そうやって唱えてたらすぐ怖くなくなる」

　最後にとばかりに腰の動きが速くなると、ミリアムの声が跳ね上がった。

「や、ああ、ああああ！」

　昂る気持ちのまま一気に駆け上がる。最後だけはと激しく揺すり上げられる。

　息が苦しい。気持ちイイ、イイけど、もうこれ以上どうにもできない。もう耐えられない……！

　アタマが真っ白になる。まぶたの下で星が飛んだ。

「やあああああ！」

　身体の奥が熱くなる。やっと動きが止まったジェラルドに、強い力で抱き締められた。

　すぐに息が整わない。声が出ない。

　ぜえぜえと荒く息を吐いて喘いでいると、ジェラルドがものすごい艶やかな笑顔でくちづけてくれた。微笑み返したいが、涙でぐちゃぐちゃになっていてすぐに笑えない。

　それでも、掠れた声でミリアムは訊いた。

「せんせえ……きもち、よかった？」

「ああ、最高に」

「よかったあ……」

　にへ、とやっと緩い笑みが浮かんだ。それはほっとしている時の彼女の笑顔だ。こんな状態でも先にヒトのことを心配して安堵するミリアムに、ジェラルドは微笑んで訊いた。

「おまえは？　気持ちヨかった？　あと、もう怖くない？」

「……きもち、よかった。こわかったけど、先生の名前呼んでたらこわくなくなった。やっぱり先生、名医だ」

「そこは医者の領分じゃなくて、恋人への信頼だと思ってくれ。それから、そう思うんなら先生やめろ」

　ツッコまれて、それはそうかと納得したミリアムは、だが、ここまでしておいて素に戻ったら恋人の名前を呼ぶのが恥ずかしくなってしまった。

　しかしジェラルドは名前を呼んでくれるのを待っているらしい。じーっと見つめてくるので、ミリアムは恥ずかしそうに、小さな声で、ジェラルド、と呼んでみた。

「ん、上出来」

　なんだかものすごく嬉しそうに笑ったジェラルドは、おもむろに真っ赤っかなミリアムのまぶたにくちづけた。

「本当は、一回目なんだし、がっつくのもと思ってたんだがな。おまえ可愛すぎ」

「かわっ!?　え、あの、んっ！」

　再び口を塞がれた。さっき抜いたはずのジェラルドのモノにミリアムの泉がつつかれて、いきなりの恥ずかしい刺激に、腰がびくんと跳ね上がる。

「ごめんな、もう一回、欲しい」

　艶やかな声で囁かれて、更にカオが熱くなる。

　意外に疲れたし、大事なところはじんじんするし、なにより恥ずかしい。それでもやっぱり求めてもらえるのは嬉しいから、ミリアムは微かにうなずいた。大丈夫だ、これでも大工、体力に自信はある。ジェラルドが満足してくれるまで、がんばろう。

　健気な決意を固めたミリアムの気も知らないで、ジェラルドは一度吐き出したくらいでは萎えないほどに滾った己の性欲を嗤いながら、やっぱりカオだけは涼しく、それでも甘く微笑んでいて。レアだったはずの先生のそんな優しい笑顔が嬉しくて、ミリアムは告げる。

「ジェラルド、大好きだよ」

　やっと誰憚ることなく素直に気持ちを伝えていいんだ。そう思ったらするりと出てきた告白に、ずっと長いこと仏頂面で彼女を待っていてくれた優しい主治医は、嬉しそうに甘い笑みを浮かべた。

「ああ、俺も愛してる」

　もう一度、やっと両想いになれた恋人同士は抱き締め合った。

　……そして、甘い夜は更けていく。










　次の朝、ミリアムを家まで送り届けたジェラルドは、その足で彼女の両親に結婚を申し込み、承諾させた。

　しかしこの娘は処女では、と躊躇を見せる親を、ジェラルドはミリアムにしたように論破した。挙げ句、もう彼女とは身体の関係を交わしたのでと暴露して、だから妻にいただきますと宣言して納得させた。

　親に暴露されて真っ赤になったミリアムだが、母が歓びのあまり泣き出してしまい、つられて父まで涙ぐんだことで、結局は娘の結婚を心の底では望んでいたことを知って、自分も涙を零した。

　兄は昨日恋人にやっとこさ結婚を申し込んで了承してもらったそうだ。

　妹の結婚を父以上に泣いて喜んだ兄は、先生、絶対泣かすなよ、絶対幸せにしろよと何度も繰り返し、そんなのは兄ちゃんもなんだからね、エリー泣かしたら承知しないからね！　と妹に言われて当たり前だと笑った。

　突然降って湧いた二つの慶事に家族全員が泣きながら笑い合う、それはとても幸せな光景だ。そんな光景を自分が家族に味わってもらえることができたことが、ミリアムは胸が詰まるほどに嬉しかった。ずっと家族に心配をかけてきたが、これで少しは恩返しができただろうか、そんなふうに思えるのは、全部ジェラルドのおかげだ。

「しかし先生、俺にとっちゃこんなんでも可愛い妹だけど、先生みたいな都会育ちのオトコマエが、田舎娘のミリアムを嫁になんて、ホントにいいのか？」

　兄がからかい交じりにジェラルドをつつく。おいコラ兄ちゃん、と止めようとしたら。

「別に、本気で惚れた女なら、都会出だろうが辺境育ちだろうが関係ないだろ。俺にとってミリアムが一番可愛けりゃ、それでナニが悪い？」

　しれっと、本当に平然と答えるジェラルドの台詞に、ミリアムはものすごい勢いで真っ赤っかになった。な、なんかスゴいコト堂々と言われた！

「お、おおう、先生、なかなかスゴいコト平気で言うな。こっちが当てられた」

　訊いておいて自分まで照れている兄の背中を、ミリアムが真っ赤なままぶっ叩く。

「いってえ！　おまえ、その勢いで先生引っ叩いて早々に離婚されんじゃねえぞ!?」

「先生はそんなコトさせるようなコト言わないもん！　めちゃくちゃ優しくて尊敬できる素敵な大人の男だから、こんなコトする必要ないわ！」

　いつもの調子で言い返したら、どつき返すかと思った兄が笑い出した。

「なんだよ、おまえもかよ。うん、安心した。ちゃんと両想いなんだな。良かった、うん」

　言われて自分の発言を顧みて、更にカオが熱くなる。おおお、あたしも結構な発言した!?

　途端に両親にまで大笑いされて、怖々ジェラルドを振り返ってみたら、超レアなことに、真っ赤なジェラルドが表情に困ったのか片手で口元を隠してそっぽを向いていて。

　うわあああああ！　と感動したら、見るな、とつぶやきながらアタマを持たれてぐりんと身体ごと余所に向けられて、更にみんなに笑われた。

　朝から賑やかで、そして幸せな笑顔に包まれて、ミリアムとジェラルドは祝福された。










　ジェラルドの母にはまず手紙を出しておくらしい。

　行かなくていいのかとミリアムが訊いたが、まだいい、とジェラルドは言う。

　自分が嫁をもらうという手紙を見たら、母は我慢できずにきっと来るだろうからと。

「親父の時には意地張って来られなかった母さんでも、俺の嫁を見にくるって態なら来られる。……そしたら、やっと親父の墓参りができるだろ」

　どの面下げてと言われそうで来られなかった母に、来るきっかけを与えるというジェラルドは、やはり母を愛しているのだろう。

　その気遣いにミリアムは、ああ、やっぱり先生は優しいねえ、と笑い、ジェラルドは素直じゃない親を持つと苦労する、と苦笑した。










　そして、大工の娘は医師の元に嫁いだ。

　大工を続けるのかと思い、それでもいいと思っていた夫の予想に反して、妻は病院の手伝いをしたいと言い出した。

　今から看護師の資格を取るのは難しいかもだけど、事務仕事や雑用なら今すぐだってできるからと。

　忙しすぎる医者の仕事を少しでも減らせる手伝いをしたい、そしたら旦那さんの過労も減らせるでしょ、と言われれば、夫の側に断る理由もなく。

　そしていざ仕事をさせてみたら、意外や意外、事務仕事はすぐに覚えて卒なくこなしていく。ミリアムは、実は実家で書類仕事も担当していたのでお手の物だ。金勘定やカルテの管理、薬屋への発注などもそれほど苦労無くさっさとできるようになったのを見て、ジェラルドは予想外だと感心した。

「先生、絶対あたしは机仕事向いてないと思ってたよね。ざまあみろだ！」

「すまんがその通りだ。悪かった」

　苦笑しつつ謝るジェラルドにドヤ顔をしながら、ミリアムは少しでも先生の役に立てるなら嬉しいと笑う。

　大工の仕事を辞めたミリアムがこれ以降それほど大きな怪我をすることはたぶんない。

　怪我をしては、先生痛いよー、と子供のように眉を下げて診察室に入ってくるミリアムを見なくていいのは良いコトだとジェラルドは笑った。

　そう言うと、ミリアムはちょっと照れたカオをしてから言うのだ。

「ヒトのコトばっか心配してるけど、先生だってちゃんと自分の身体のコト心配してよね。あたしだって先生のコト心配してるんだから。ブランドン先生みたいにいきなり倒れるのは絶対ヤだよ」

「ああ、判ってるよ。俺の可愛い奥さんを泣かせたくないからな」

　心配してくれる人がいる幸せを噛み締めながら、ジェラルドはその不愛想を嫁にだけは緩めて微笑んでくれる。それがミリアムにはとても嬉しい。

　過去も未来も全部をひっくるめて受け止めてくれた大切な夫の隣で、ミリアムはやっと、心からの笑顔でいられる幸せを得た。










　ドアに取り付けたベルがチリリリンと鳴ると、元気な声が患者を迎える。

「こんにちはー！　今日はどうしたの？　あー、膝痛そう！　すぐ先生に診てもらうからねー、待っててねー」






　別に以前は陰気だと言われていたわけではないが、新妻のおかげで随分明るくなったスターチス治療院は、今日も賑やかだ。
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